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サッカーにおけるスコア 20 からの試合結果に関する調査：

国内外のリーグを対象として
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Match Outcomes from a 20 Score in Soccer:

An Empirical Study Across Various Domestic and International Leagues
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Abstract

本研究では，サッカーの試合においてスコア 20 でリードしている状況からの最終の試合結果
に関する客観的な資料を得るべく，国内のみならず欧州各国のリーグなど10のリーグ・大会に関
わるデータを基に調査した．J リーグ，関東大学 1 部リーグ，欧州リーグ，UEFA チャンピオンズ
リーグ，FIFA ワールドカップについて 20 の状況になった全28110試合を対象として，20 で
リードしていたチームが最終的に勝利した試合数，引き分けとなった試合数，敗北となった試合数
の割合を求めた．それぞれの割合は x2 検定と残差分析を用いて統計的に評価した．本研究で調査
したリーグ・大会では逆転負けが起きた割合は 1～5であることが分かった．また，国内におい
ては，関東大学 1 部リーグは J リーグよりも逆転負けが起きた割合が高かった．国内リーグは欧州
リーグに比べ，逆転負けが起きた割合が高いことが分かった．
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．緒 言

2018年に開催された FIFA ワールドカップ（以

下，「W 杯」）において，日本代表はベルギー代表

からスコア 20 と 2 点のリードを奪いながらも 3

失点を許し逆転負けした．少ない得点数で勝敗を争

うサッカーの競技特性上，20 はかなり優位な状況

にあると考えるのが一般的であるように思われる

が，その試合後には「20 は危険なスコア」という

ワードが SNS を中心に飛び交った5)．

20 の優位性を考察したコラム4)によると，2015

年から2019年に行われた J1 リーグ，J2 リーグ，J3

リーグの試合で 20 となった1337試合について調

査したところ 20 から勝利した割合は91.9，引き

分けになった割合は5.2，敗北した割合は2.9で

あった．また，20 から 21 となった場合は 10 と

比べて，リードしているチームの追加点が決まりに

くいことや，後半15分までは同点に追いつかれる

可能性が高くなることが示されている．このように

J リーグにおける 20 の優位性については把握され
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表 1 分析対象としたリーグ・大会の一覧
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つつあるが，これが J リーグなど日本特有の傾向か

どうかについては興味のあるところである．

本研究では，20 からの逆転に関する客観的な資

料を得るべく，国内のみならず欧州各国のリーグな

ど10のリーグ・大会に関わるデータを基に，20 で

リードしていたチームの最終的な試合結果の割合を

求め統計的に評価した．また，参考までに 21 か

ら逆転負けした割合についても調べ，比較してみた．

．研 究 方 法

本研究で使用するデータは FlashScore.com1)，J

リーグ公式サイト3)，関東大学サッカー連盟公式サ

イト2)，W 杯のデータベース6)から入手した．対象

は J リーグ（J1 リーグ，J2 リーグ，J3 リーグ），

関東大学 1 部リーグ，欧州リーグ（プレミアリー

グ，セリエ A，ラ・リーガ，ブンデスリーガ），

UEFA チャンピオンズリーグ，W 杯の全28110試

合である．これらの試合から前後半90分間で 20

の状況になった試合数を集計し，リードしている

チームが最終的に勝利した試合数，引き分けとなっ

た試合数，敗北となった試合数を求めた．対象とし

たリーグ・大会の一覧を表 1 に示す．基本的に

リーグ戦で行われる試合を対象としているが，W

杯については試合数が少ないこともありトーナメン

ト戦も含めている．

．結 果

表 1 に示した国内リーグ，欧州リーグ，UEFA

チャンピオンズリーグ・W 杯について，以下順に

それぞれのリーグ・大会の年度毎の調査結果を示す．

. 国内リーグ

1) J1 リーグ

J1 リーグは2011～2020年の10シーズン分を分析

した．図 1 は 20 からリードしているチームが最

終的に「勝利」，「引き分け」，「敗北」となった試合

数を基に，シーズン毎に帯グラフとして表示したも

のである．例えば，2020年の J1 リーグにおいて 2

0 となった試合は116試合であり，リードしていた

チームが勝利した試合数は108，引き分けとなった

試合数は 3，敗北した試合数は 5 となっている．

「合計」はシーズン毎の結果を合計したものである．

図 1 より 20 でリードしたチームは概ね90以

上の割合で勝利していることがわかる．各シーズン

において数パーセントのばらつきはみられるが，合

計としては 20 から勝利した割合は92.0（＝

1008/1096），引き分けとなった割合は4.9（＝54

/1096），敗北した割合は3.1（＝34/1096）であ

った．

2) J2 リーグ

J2 リーグも2011～2020年の10シーズン分を対象

とした．結果を図 2 に示している．図 2 より J1

リーグ同様にリードしたチームの概ね90以上が

勝利していることがわかる．合計としては 20 か

ら勝利した割合は92.2（＝1451/1573），引き分

けとなった割合は5.5（＝86/1573），敗北した割

合は2.3（＝36/1573）であった．

3) J3 リーグ

J3 リーグは2014～2020年の 7 シーズン分を対象

とした．結果を図 3 に示している．図 3 より J1

リーグ同様にリードしたチームの概ね90以上が

勝利していることがわかる．合計としては 20 か
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図 1 J1 リーグにおける 20 からの試合結果

図 2 J2 リーグにおける 20 からの試合結果
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ら勝利した割合は92.9（＝614/661），引き分け

となった割合は4.4（＝29/661），敗北した割合

は2.7（＝18/661）であった．

4) 関東大学 1 部リーグ

関東大学 1 部リーグは2011～2020年の10シーズ

ン分を対象とした．結果を図 4 に示している．図 4

よりリードしたチームの概ね90が勝利している

ことがわかる．合計としては 20 から勝利した割

合は89.0（＝470/528），引き分けとなった割合

は5.7（＝30/528），敗北した割合は5.3（＝28/

528）であった．

. 欧州リーグ

1) プレミアリーグ

プレミアリーグは2011/2012～2020/2021年の10

シーズン分を対象とした．結果を図 5 に示してい

る．図 5 よりリードしたチームの概ね90以上が

勝利していることがわかる．合計としては 20 か

ら勝利した割合は92.9（＝1449/1560），引き分

けとなった割合は5.4（＝84/1560），敗北した割

合は1.7（＝27/1560）であった．

2) セリエ A

セリエ A は2011/2012～2020/2021年の10シーズ
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図 3 J3 リーグにおける 20 からの試合結果

図 4 関東大学 1 部リーグにおける 20 からの試合結果
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ン分を対象とした．結果を図 6 に示している．図 6

よりリードしたチームの概ね90以上が勝利して

いることがわかる．合計としては 20 から勝利し

た割合は91.6（＝1390/1517），引き分けとなっ

た割合は6.4（＝97/1517），敗北した割合は2.0

（＝30/1517）であった．

3) ラ・リーガ

ラ・リーガは2011/2012～2020/2021年の10シー

ズン分を対象とした．結果を図 7 に示している．

図 7 よりリードしたチームの概ね90以上が勝利

していることがわかる．合計としては 20 から勝

利した割合は93.3（＝1390/1490），引き分けと

なった割合は5.2（＝77/1490），敗北した割合は

1.5（＝23/1490）であった．

4) ブンデスリーガ

ブンデスリーガは2011/2012～2020/2021年の10

シーズン分を対象とした．結果を図 8 に示してい

る．図 8 よりリードしたチームの概ね90以上が

勝利していることがわかる．合計としては 20 か

ら勝利した割合は91.7（＝1205/1314），引き分

けとなった割合は6.3（＝83/1314），敗北した割

合は2.0（＝26/1314）であった．
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図 5 プレミアリーグにおける 20 からの試合結果

図 6 セリエ A における 20 からの試合結果
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. UEFA チャンピオンズリーグ・W 杯

1) UEFA チャンピオンズリーグ

UEFA チャンピオンズリーグは年間の試合数が

多くないこともあり1999/2000～2020/2021年の22

シーズン分を対象とした．結果を図 9 に示してい

る．図 9 よりリードしたチームの概ね90以上が

勝利していることがわかる．合計としては 20 か

ら勝利した割合は93.4（＝436/467），引き分け

となった割合は4.9（＝23/467），敗北した割合

は1.7（＝8/467）であった．

2) W 杯

W 杯は 4 年毎に開催され試合数も少ないので，

1974～2018年の12シーズン分を対象とした．

結果を図10に示している．図10よりリードした

チームの概ね90以上が勝利していることがわか

る．合計としては 20 から勝利した割合は96.3

（＝231/240），引き分けとなった割合2.9（＝7/

240），敗北した割合は0.8（＝2/240）であった．

. 全リーグ・大会のまとめ

全リーグ・大会をまとめた結果を図11に示して

いる．20 からリードしたチームが勝利した割合は

92.4（＝10160/11001），引き分けとなった割合

は5.5（＝600/11001），敗北した割合は2.2

（＝241/11001）であった．



6

図 7 ラ・リーガにおける 20 からの試合結果

図 8 ブンデスリーガにおける 20 からの試合結果
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図 11において x2 検定を行ったところ，x2＝

47.6，（自由度18）で p＝0.0001となり，0.1水準

で有意であった．残差分析を行った結果，“関東大

学 1 部リーグでの勝利”，“関東大学 1 部リーグで

の敗北”はそれぞれ 1水準，0.1水準で，“J1 リー

グでの敗北”と“W 杯での勝利”は 5水準で標

準化残差が限界値を超えており，20 からの結果が

他と異なるといえる．20 から勝利した割合は W

杯において有意に高く，関東大学 1 部リーグにお

いて低く，逆転負けとなった割合は J1 リーグと関

東大学 1 部リーグにおいて高かったと言える．

．考 察

国内リーグでの結果に着目すると，J1 リーグ・

J2 リーグ・J3 リーグよりも関東大学 1 部リーグに

おいて 20 から逆転負けとなる割合が高いことが

明らかになった．本研究のデータだけで考察するこ

とは難しいが，プロリーグと大学リーグの実力の違

いが反映されていると思われる．ちなみに，国内

リーグについて，J リーグの合計と関東大学 1 部
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図 9 UEFA チャンピオンズリーグにおける 20 からの試合結果

図10 W 杯における 20 からの試合結果
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リーグとで x2 検定を行ったところ，x2＝11.6（自

由度 2），p＝0.003となり，1水準で有意であった．

国内リーグと欧州リーグとを比較してみると，国

内リーグは欧州リーグよりも逆転負けとなる割合が

高いという結果となっている．今回調査した期間に

おいては，欧州リーグは国内リーグよりも競技レベ

ルが高いことは一般的には認められていると言え，

国内リーグでも J リーグが関東大学 1 部リーグより

逆転負けが少ないことと同様に，レベルの高いリー

グであるほど逆転負けが起きにくい傾向が見られる

と考えてよいと思われる．ちなみに，J リーグの合

計と欧州リーグの合計とで x2 検定を行ったところ，

x2＝9.14（自由度 2），p＝0.0104となり，5水準

で有意であった．
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図11 全リーグ・大会における 20 からの試合結果まとめ

図12 全リーグ・大会における 21 からの試合結果まとめ
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参考として，21 の状況からリードしているチー

ムの最終結果を同様に集計したものを図12に示し

ている．リーグ・大会全体で勝利した割合は77.2

（＝3825/4957），引き分けとなった割合は16.3

（＝808/4957），敗北した割合は6.5（＝324/4957）

であった．図12において x2 検定を行ったところ，

x2＝24.15，（自由度18）で p＝0.15となり，5水

準で有意ではなかった．残差分析の結果としては，

“関東大学 1 部リーグ敗北”は 5水準で標準化残

差が限界値を超えており，21 から逆転負けとなっ

た割合は，関東大学 1 部リーグにおいて高かった

と言える．なお，21 からの割合については年度ご

との集計結果までは本稿では示していないが傾向と

しては概ね 20 と同様の傾向がみられた．

ちなみに，逆転負けした割合を 20 からと 21

からとで比較してみると，国内リーグで 20 から

逆転負けした割合は3.0（＝116/3858），21 から

逆転負けした割合は8.0（＝164/2060）であった．

欧州リーグでは 20 と 21 から逆転負けした割合

はそれぞれ1.8（＝106/5881），5.7（＝148/

2612）であり，UEFA チャンピオンズリーグ・W

杯ではそれぞれ1.5（＝19/1262），4.2（＝12/

285）であった．欧州リーグは 20 から逆転負けし

た割合は 21 からの割合の0.32倍（＝1.8/5.7）
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であるのに対して，国内リーグは0.38倍（＝3.0/

8.0）であり，欧州リーグの方が 20 からの逆転

負けは 21 から逆転負けに対して比率という観点

でも，起こりにくかったと言える．

．結 論

本研究ではサッカーの試合において 20 からの

最終の試合結果について国内リーグ，欧州リーグ，

UEFA チャンピオンズリーグ・W 杯の10のリー

グ・大会に関わるデータを基に調査した．本研究で

調査したリーグ・大会では，逆転負けが起きた割合

は 1～5程度であった．また，国内において，関

東大学 1 部リーグは J リーグよりも逆転が起きた割

合が高かった．国内は欧州リーグに比べ，逆転が起

きた割合が高いことが分かった．

本研究では 20 からの試合結果について単純集

計により示し，国内外でのリーグ間の比較を行っ

た．今回は 20 になった時刻や逆転した時刻，あ

るいは得点の推移までを含めた分析は行っていな

い．今後これらを考慮してさらに深く分析していき

たいと考えている．
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